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はじめに
国内の実験用動物飼育施設を対象に労働安全衛生に関するマニュアルについて調査したところ、事業所全体としての労働安全衛生に関するマニュアルは整備されているものの、特殊な労働条件を有している動物飼育／実験施設に配慮した労働安全衛生マニュアルを成文化している事業所は少なかった。各研究機関が実験用動物飼育／実験施設における労働安全衛生マニュアルを成文化する際の参考となるよう、国立大学法人動物実験施設協議会に所属する施設に対して、過去に施設内で発生した飼育管理等に伴う創傷、疾病および再発防止対策について調査を実施した．本資料が動物を実験に使用している施設等における作業環境の改善、業務に伴う健康障害の予防と健康障害が発生した場合の対応の一助となれば幸である。
Ⅰ．方法
2004年9月に国立大学法人動物実験施設協議会加盟５５施設に調査票を送付した。調査項目は、次のとおりである。１） 飼育管理、器材洗浄・消毒・滅菌等にともなう創傷（10項目）、２） 動物による咬傷・掻傷（14項目）、３） その他の創傷等（9項目）、４） 化学物質等の暴露（7項目）、５） 飼育管理に伴う疾病等（7項目）、６） その他危険を感じたことおよび回避対策。各項目について、創傷・疾病等の発生件数、発生時の処置、発生予防対策について自由記述とした。なお，傷病の発生件数については2000年から2003年について調査した。
Ⅱ．結果および考察
１．回収率および有効回答率
2004年9月から10月の間に53施設から回収した（回収率96.4％）。回収した回答のうち有効回答（52施設、有効回答率98％））について集計し、解析した｡
２．飼育管理、器材洗浄・消毒・滅菌等にともなう創傷
飼育管理等にともなう創傷の発生状況を図―１－Aに、発生事例を表-１および表－２に示す。飼育管理等にともなう創傷についてはオートクレーブ使用時の火傷の発生率が最も高く50％の施設から報告され，続いて飼育器材運搬中の創傷（25％）、飼育器材洗浄中の創傷19％、転倒、打撲、捻挫等その他の創傷が19％、ケージ交換中の創傷17％の順であった。病院で治療を受けた創傷は、オートクレーブ使用中の火傷、飼育器材運搬中の創傷、飼育器材洗浄中の創傷でそれぞれ３施設、ケージ交換中、その他の創傷や火傷が各１施設から報告された。また労働災害として認定された創傷が飼育器材運搬中およびその他の創傷で各１施設であり、いずれも重量物の落下等による骨折であった。具体的な内容としては、ケージ交換あるいは飼育器材の洗浄時における破損したケージや金網あるいは給水瓶のガラス製給水ノズルによる切り傷が主であった。飼育器材運搬中の創傷としては、飼育器材の落下や転倒、器材運搬時における転倒、捻挫、台車により足を轢く、台車と扉等の間に指を詰める事故等が報告された。その他の事故としては、給湯蛇口、焼却炉、エーテル等での熱傷、液体窒素による凍傷があった。再発予防対策としては、破損した飼育器材の廃棄あるいは修理、小型台車の採用／作業台車の改造、小型クレーン設置、飼育棚等からのケージの落下／ラック（飼育架台）転倒防止装置、ステンレス製給水ノズルの採用、熱傷の危険がある業務での長袖着用の徹底／耐熱手袋の採用、作業工程／作業空間の見直し、ヘルメットの着用、安全教育の徹底、注意喚起などであった。1999年以前（未掲載）と2000年以降で創傷発生施設数および施設あたりの創傷発生回数に大きな変動が認められないことから、創傷防止対策の再検討が必要とも考えられるが、熱傷、転倒、落下、指詰め等については労働安全教育の徹底および作業者の注意によって改善が可能であるとも考えられる。一方、運搬台車や破損ケージ等による創傷については、再発防止のために予算措置が必要と考えられる。
３．動物による咬傷・掻傷
咬傷・掻傷の発生状況を図―１－Ｂに、創傷の発生事例を表-３に示す。咬傷・掻傷については、マウス・ラットによる咬傷がそれぞれ46％の施設から報告され、保定、ケージ交換、逃亡動物の捕獲の際に発生した。イヌ（21％）、ネコ（12％）、サル（6％）による咬傷は上記に加えて、麻酔処置、動物同士の闘争、給餌の際に発生した。掻傷はウサギ、ネコ、イヌ、サルの取扱時に認められ、その他として、ブタによる咬傷、ヤギの角突きによる負傷もあった。軽症の場合の処置は傷口から血液を搾り出し、流水による洗浄と消毒であるが、病院で治療を受けた事例は、ラットの咬傷で２施設、他のゲッ歯類の咬傷で１施設、ネコによる咬傷で２施設、イヌによる咬傷で２施設、サルによる咬傷で１施設から報告された。なお、サルによる咬傷が１施設で、ネコによる咬傷が２施設で労働災害に認定された。掻傷では、ウサギで33％、イヌ13％、ネコとサルが10％の施設で報告され、サルによる掻傷では２施設が病院での治療を経験している。再発予防対策では、動物の行動を十分観察する、保定（動物から採血等をする際に拘束すること）等に習熟するまでは麻酔下で実施する、手袋を着用する、イヌの首輪取付け用に器具を開発、動物同士が闘争する可能性のある動物を同時に複数匹ケージから出さない、掻傷防止対策としては、長袖、手袋、フェイスシールドの着用、技術指導などであった。なお、逃亡動物は、速やかに、穏やかに捕獲しなければ攻撃的になるため、十分な注意が必要である。動物取扱時の創傷等は動物に関する知識と経験および技術（動物への愛情を含む）によって発生頻度が異なると考えられる。したがって、飼育管理技術者の教育が重要である。動物による咬傷の回避は人獣共通感染症を予防する上でも重要な問題でもあり、飼育管理技術者の教育とともに動物の特性に合わせた防護用具の配置が必要である。
４．その他の創傷等
その他の創傷等の発生状況を図―２－Ａに、創傷の発生事例を表-４に示す。その他の創傷等については、扉に指を挟む事故が29％の施設で発生しており、つづいて廃棄物分別中の針刺し事故が27％、飼育器材／設備等修理時の事故が21％、採血時の針刺し事故が17％であった。軽症の場合は流水で洗い簡単な消毒（アルコール、イソジン、オキシドール）で対処していたが、病院で治療を受けた事例が延べ10施設あり、扉による指詰め6施設、飼育器材等修理中の負傷が２施設、自動飼育機での指詰めが２施設であった。再発防止策としては、廃棄物の分別の徹底、飼育室等の扉の開閉具合の調整、危険箇所への緩衝材貼付、保護手袋の着用、注意喚起等であった。廃棄物の分別に伴う創傷の予防については、動物実験実施者（動物実験等を実施する者）にも実験で出る廃棄物の分別について周知徹底するとともに、分別作業時に保護手袋を着用する等の対応も必要であろう。扉での指詰めについては作業者の注意喚起と設備の保守に努める必要がある。
５．化学物質等の暴露
化学物質等の暴露の発生状況を図－２－Ｂに、創傷の発生事例を表-５に示す。化学物質等の暴露については、洗浄剤等が目に入る事故が19％の施設であり、洗浄剤や消毒剤等の吸入が10％であった。しかし、発がん物質や放射線の暴露事故の報告はなかった。事故発生時の対処としては、軽症の場合は目の水洗あるいは安静であったが、重度の場合には直ちに医師の診察を受けていた。再発防止対策としては、ガス漏れ警報機の設置、ガスマスクの設置、防護面の着用、殺菌剤の変更、使用マニュアルの再確認、注意喚起などが報告された。化学物質の暴露では、飼育室の消毒、飼育器材の洗浄／消毒／滅菌時に発生しやすいため、防護用具の常備及び保守点検が基本である。
６．飼育管理に伴う疾病等
飼育管理に伴う疾病等の発生状況を図－２－Ｃに、創傷の発生事例を表-６に示す。飼育管理に伴う疾病等では、腰痛が44％の施設で報告され、つづいて動物アレルギーが37％、手袋アレルギーが27％、洗浄／消毒が19％であった。腰痛は様々な業務（中腰姿勢での作業、ケージ交換、重量物の積み上げ、尿石落とし作業等）で報告された。動物アレルギー（動物の被毛、フケ、臭気物質等が原因）は多くの動物種（マウス、ラット、モルモット、ウサギ、ネコ、イヌ、サル、ヤギ）を対象とする作業や実験時に発生し，症状はで発生し、症状は、目や皮膚の痒み、くしゃみ、呼吸不全などであった。その他として洗浄剤、消毒薬等による皮膚疾患が発生した施設もあった。事故発生時の対応としては、腰痛は安静にして医師等の治療を受け、動物アレルギーや皮膚疾患等では、軽症の場合には手や顔を頻繁に流水で洗浄、目薬の点眼などが報告されている。病院等で治療を受けたケースは、腰痛が11施設、動物アレルギーが４施設、手袋アレルギー（手袋の材質やパウダーが原因）２施設、洗浄・消毒剤による皮膚疾患３施設であり、その他としてケージ洗浄時に汚水が目に入ったケースと使用済み飼育ケージの床敷交換時の呼吸不全が１施設から報告された。再発予防対策としては、腰痛については、準備体操の励行、コルセットの着用、作業内容の軽量化、同一作業の連続就労時間の短縮、運搬容器の軽量化／機械化、複数人での共同作業が実施されていた。動物アレルギー対策としては、職員の配置換え、防塵メガネ／ゴーグル／フェイスマスク／活性炭入りマスク等の着用、室内と飼育ケージの給排気を独立させた空調システムの導入が実施されている。また、手袋アレルギーについては他の素材の手袋への変更が報告されている。飼育管理に伴う疾病等については作業者個人の体質の問題もあるため、基本的には業務内容の見直しや症状が出る職員の配置換えが必要と考えるが、動物実験施設職員の配置換えは困難な実情がある。各機関の事務局と充分な協議が必要である。とくに腰痛に関しては飼育技術者の高齢化に伴い発生頻度、発生施設数、施設当りの発生数ともに増加しており、今後対策を講ずる必要がある。解決策の一つとして一部の飼育管理業務の外注化がある。しかしこの場合、外注職員であれば誰でも良いわけではなく、実験動物に関する知識と技術を習得した技術者でなければならず、人材の確保が重要な問題になると同時に予算措置が必要となる。
７．その他
ミクロトーム（組織を薄切する装置）による切り傷、階段からの転落等が報告された。これらの創傷については、技術／知識の習得あるいは労働安全教育が必要であり、自己注意の啓発が重要であろう。
Ⅲ．まとめ
動物実験施設内では様々な傷病が発生していることが明確になった。少なくとも、飼育管理技術者の安全を守るために必要な防護用具を常備すること、作業マニュアルの作成と徹底、重量物を取扱う前の準備体操の励行、危険箇所への注意書きの貼付など、多額の経費を必要としない対策をまず講じ、設備や施設の改修を伴う事項について予算要求することが必要であろう。また、オートクレーブを半袖あるいは腕まくりをして操作したことによる熱傷や多数のケージを一度に取り扱おうとした結果の腰痛等、作業者自身の不注意に起因すると考えられる傷病等も報告されていることから、作業場の注意点の確認やマニュアルの見直し、労働安全教育の徹底等を実施することによって大きく改善できると期待できる。なお、本調査では飼育動物種及びそのケージ数についての調査を行っていないため、傷病の発生率と動物種との関係等については検討しなかった。
	表－１．飼育管理中の創傷および再発予防策

	　
	事 例

	ケージ交換中の負傷
	ケージ及び金網破損による創傷他

	
	ラック（飼育架台）扉での掻傷

	
	ケージの角で切傷

	器材運搬中の負傷
	指をはさむ、腕・足を強打他

	  (労災で対応)
	給水ビン交換作業中に作業台車で足をひいて挫傷

	器材等洗浄中の負傷
	飼育器材の破損部で負傷

	
	手首の腱鞘炎（飼育ケージの手洗い時）

	
	稼動中の洗浄機ｺﾝﾍﾞｱに接触

	
	給水瓶洗浄中のぎっくり腰及び腰痛の発生

	
	ケージ浸漬時に床で滑って転倒

	ケージの転倒・落下による負傷
	積み重なったケージのフタが足に落下

	
	開いているイヌケージの扉にぶつかり顔を負傷

	
	積み上げ過ぎにより頭上に落下

	
	ケージが倒れてきて負傷

	飼育棚等の転倒による負傷
	車輪付飼育棚が溝に落ちて転倒し擦過傷

	
	白衣管理ロッカー扉による指先の切傷

	その他の負傷
	狭い場所や飼育棚扉で肘、頭を打撲

	
	踏み台から滑落、軽い捻挫，打撲

	  (労災で対応)
	自動飼育機ﾜｲﾊﾟｰに前腕を挟み挫傷

	
	固液分離槽の鉄製フタの落下による挫傷

	　
	カッターナイフ誤操作による切り傷


	表－２．飼育管理中の火傷および再発予防策

	　
	事 例

	ケージ等洗浄装置運転中の熱傷
	ケージの煮沸消毒時

	
	蒸気配管への接触

	オートクレーブ運転中の熱傷
	滅菌済器材を取り出す時

	
	滅菌コンテナあるいは滅菌釜本体に接触

	
	蒸気配管に接触

	
	滅菌後すぐに素手で接触

	
	腕まくりをしてオートクレーブを操作

	
	オートクレーブのトラブル対応中

	その他の熱傷
	給湯蛇口からの熱湯飛散

	
	研究室ドラフト（有害物質強制排気装置）内でのエーテル引火

	
	焼却炉運転中

	
	液体窒素

	表－３．動物による創傷および再発予防策

	　
	事 例

	マウス，ラット，モルモット，ウサギ等による咬傷，掻傷
	保定（採血等をするときに動物を拘束すること）の時

	
	ケージ交換時

	
	特に脱走動物の捕獲時

	
	金網で作成したケージの隙間から

	ネコによる咬傷，掻傷
	保定袋の内部から

	  (通院, 公傷扱い）
	ケージからエサ入れを取り出す際

	  (労災適用)
	群飼育ケージより逃亡した個体の捕獲時

	
	ネコ同士のけんかの仲裁時に負傷

	
	ケージからの出し入れの際の掻傷

	イヌによる咬傷，掻傷
	収容時に鎖を取り付ける時

	
	イヌ保定時

	
	イヌ同士の喧嘩で興奮したイヌによる咬傷

	
	ケージ外に脱走していたイヌの捕獲時

	
	ケージ出し入れ時に爪を立てられる

	
	爪きりの時

	サルによる咬傷，掻傷
	ケージより脱走したサルを捕獲する際に膝に咬傷


	  (労災適用)
	給餌中に給餌口からサルに手を引き込まれ掌に咬傷

	
	覚醒下の実験補助作業中

	
	清掃作業中

	
	ケージの前扉の格子の間隔から

	その他の動物による咬傷等
	ブタを馴化のためブラッシングしていたとき

	
	リス,ハムスター,フェレットの取扱中

	　
	ヤギが後方から突進して角で突かれて負傷

	表－４．その他の創傷等および再発予防策

	　
	事 例

	医療廃棄物分別中の創傷
	廃棄物，ゴミ運搬中，物陰に落ちていて，死体袋の中の注射針，研究用ガラス器具

	
	

	処置時等における注射針による刺傷，切り傷等
	麻酔，保定，採血，解剖，組織採取等

	扉等による指挟み
	小型エレベータの扉（上下開放式）

	
	飼育室扉ヒンジ側及び飼育棚洗浄装置の扉ドアノブ部分

	
	風圧により扉に指を挟んだ

	
	ウサギ自動飼育装置の車輪部分

	飼育器材，設備等の修理に伴う負傷等事故
	鋭利な金属部分で切傷

	
	蒸気配管修理中に配管に接触

	
	金属ケージ補修中

	感電事故
	漏電した飼育器材の修理時に感電

	
	オートクレーブの漏電

	
	延長コードのコンセントに水がかかった

	その他
	ネズミ返し（逃亡房内装置）につまずき転倒，転倒して打ち身


	表－５．化学物質等の暴露等および再発予防策

	
	事 例

	接触
	エチレンオキシド残留ガスによる皮膚炎

	
	電気泳動時のエチヂウムブロマイド

	吸引，誤飲
	DNA抽出時のクロロホルム

	
	洗浄剤・消毒薬等の誤飲・多量吸入

	
	過酢酸の取り扱い

	
	感染事故後の消毒の際の消毒剤（エクスポアー、次亜塩素酸ナトリウム液）

	目に混入等
	洗滌剤を注いだ時

	
	塩素系消毒薬，尿石除去液

	
	感染事故後の消毒の際のエクスポアー、次亜塩素酸ナトリウム液

	
	ケージ洗浄中の汚水飛沫，動物の汚物


	表－６．飼育管理にと伴う疾病等および再発予防策

	　
	事 例

	腰痛
	中腰での作業

	   
	長時間同じ姿勢で作業

	
	実験時（例．採血）

	
	無理な体勢による床敷収容箱の積み上げ作業

	
	ケージ交換や飼育架台を洗浄する作業

	
	重量物を持ち上げた際

	
	上下スライド式重量扉の開閉

	
	原因不明

	動物アレルギー
	マウス，ラット，モルモット，ウサギ，ネコ，イヌ，ヤギ

	
	目、皮膚の痒み、くしゃみ、呼吸不全（気管支喘息）

	
	サル飼育管理者の広範囲な湿疹

	手術用手袋等によるアレルギー
	手術用手袋等によるアレルギー

	洗浄消毒作業に起因する皮膚疾患
	洗浄消毒作業に起因する皮膚疾患（尿石除去剤，次亜塩素酸ナトリウム液，洗濯洗剤，アルカリ洗浄液による皮膚掻痒）
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A. その他の創傷については廃棄物分別時の創傷、実験処置時の創傷とその他の創傷に区分し、廃棄物分別時の創傷については、a, 注射針刺傷; b, 切傷に分類し、実験処置時の創傷については、 c, 採血時の注射針刺傷; d, 解剖時の切傷に分類し、その他の創傷については、 e, 扉による指詰; f, 飼育器材等修理中の負傷，g, 飼育器材等修理中; h, 感電; i, その他 に分類して集計した。


B. 化学物質等の暴露については a, エチレンオキシド; b, 発がん物質; c, 化学物質誤飲; d, 洗浄消毒剤の誤飲，大量吸引; e, 化学物質等の目への混入; f, X線等; g,その他 に分類して集計した。


C. 飼育管理に伴う疾病等についてはa, 腰痛; b, 動物アレルギー; c, 手袋アレルギー; d, 洗浄消毒剤による皮膚疾患; e, 人獣共通感染症; f, 感染実験時の感染事故; g,その他 に分類して集計した。


有効回答数，52施設; *，労災認定;   ，施設で消毒等; ■，病院で治療





図－２． 創傷／疾病等発生状況（2000年-2003年）
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A. その他の創傷               B. 化学物質等の暴露         C. 飼育管理に伴う疾病等
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A. 飼育管理，洗浄，消毒中の創傷            B. 動物による咬傷，掻傷





図－１． 創傷／疾病等発生状況（2000年-2003年）





A. 飼育管理，洗浄，消毒中の創傷については負傷と熱傷に区分し、負傷については、a, ケージ交換中; b, 器材運搬中; c, 器材洗浄; d, ケージの転倒と落下; e, 飼育棚の転倒; f, その他に分類し、熱傷については、g, 洗浄中; h, オートクレーブ運転中; i, その他 に分類して集計した。


B. 動物による咬傷，掻傷については咬傷と掻傷に区分し、咬傷については、a, マウス; b, ラット; c, 他の齧歯類; d, モルモット; e, ウサギ; f, ネコ; g, イヌ; h, サル; i, その他 に分類し、掻傷については、 j, ウサギ; k, ネコ; l, イヌ; m, サル；n, その他 O, 動物による他の負傷に分類して集計した。


有効回答数，52施設; *，労災認定;   ，施設で消毒等; ■，病院で治療
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施設で消毒等，

病院で治療



２０００－集計－２

		労働安全衛生に関するアンケート

		１． 施設名 シセツメイ

		２． 回答者氏名 カイトウシャシメイ

		３． 回答年月日 カイトウネンガッピ

		４． 設問 セツモン

		A. 業務に関連して発生した負傷・疾病等について以下の設問にお答えください． （施設利用者の負傷・疾病は含みません） フショウシッペイトウイカセツモンコタ

				配付数 ハイフスウ		55

				回収 カイシュウ		53																1		1		1		1		1		1		1		1		1		1		1		1		1		1		1		1		1		1		1		1		1		1		1		1		1		1		1		1		1		1		1		1		1		1		1		1		1		1		1		1		1		1		1		1		1		1		1		1		1		1		1		1		1

				有効回答 ユウコウカイトウ		52																1		1		1		1		1		1		1		1		1		1				1		1		1		1		1		1		1		1		1		1		1		1		1		1		1		1		1		1		1		1		1		1		1		1		1		1		1		1		1		1		1		1		1		1		1		1		1		1		1		1		1		1

						延べ発生回数 ノハッセイカイスウ		発生 ハッセイ				病院で治療 ビョウインチリョウ

						2000年以降 ネンイコウ		施設数 シセツスウ		施設で消毒等，  シセツショウドクトウ				発生施設数% ハッセイシセツスウ		受診 % ジュシン		施設で消毒等，  シセツショウドクトウ		10回以上発生した施設数 カイイジョウハッセイシセツスウ		旭川 アサヒカワ		北大 ホクダイ		弘前 ヒロサキ		秋田 アキタ		東北 トウホク		山形 ヤマガタ		群馬 グンマ		筑波 ツクバ		千葉 チバ		東京医科歯科 トウキョウイカシカ		新潟 ニイガタ		山梨 ヤマナシ		信州 シンシュウ		浜松 ハママツ		富山 トヤマ		岐阜 ギフ		名古屋 ナゴヤ		三重 ミエ		金沢 カナザワ		福井 フクイ		滋賀 シガ		京都 キョウト		大阪 オオサカ		神戸 コウベ		鳥取 トットリ		島根 シマネ		岡山 オカヤマ		広島 ヒロシマ		山口 ヤマグチ		香川 カガワ		愛媛 エヒメ		徳島 トクシマ		高知 コウチ		九州 キュウシュウ		佐賀 サガ		長崎 ナガサキ		熊本 クマモト		大分 オオイタ		宮崎 ミヤザキ		鹿児島 カゴシマ		琉球 リュウキュウ		北大遺伝子 ホクダイイデンシ		北大先端 ホクダイセンタン		東大医科研 トウダイイカケン		東工大 トウコウダイ		遺伝研 イデンケン		自然研 シゼンケン		京大霊長類 キョウダイレイチョウルイ		京大再生 キョウダイサイセイ		阪大微研 ハンダイビケン		長崎熱帯 ナガサキネッタイ		奈良先端 ナラセンタン		放医研 ホウイケン

		1) 飼育管理中の負傷 シイクカンリチュウフショウ

				ケージ交換中の負傷（備考欄に詳述） コウカンチュウフショウ		36		9		8		1		17%		11.1%		88.9%		1		4		1																		*								*				2				13														5						2																								5														2								2

				器材運搬中の負傷（備考欄に詳述） キザイウンパンチュウフショウ		133		13		10		3		25%		23.1%		76.9%		2		2		80		1				1				1								*								*				20				14								5				2				1				1														2										3

				器材等洗浄中の負傷備考欄に詳述） キザイトウセンジョウチュウフショウ		63		10		7		3		19%		30.0%		70.0%		3				5										1				*		20		*								*				20														2										1		5		5																		3						1

				ケージの転倒・落下による負傷 テントウラッカフショウ		36		6		6		0		12%		0.0%		100.0%		1		　								2												*								*				20				2														5						2																								5

				飼育棚等の転倒による負傷 シイクタナトウテントウフショウ		14		4		4		0		8%		0.0%		100.0%																				1				*								*				5																																												5				3

				その他の負傷（備考欄に詳述） タフショウ		23		10		9		1		19%		10.0%		90.0%				1		4		1				4						3				1		*								*								1												1																		1																												6

				ケージ等洗浄装置運転中の火傷 トウセンジョウソウチウンテンチュウヤケド		0		0		0		0		0%																												*								*		*

				オートクレーブ運転中の火傷 ウンテンチュウヤケド		129		26		23		3		50%		11.5%		88.5%		4		6		3				3		2		5		3		2		5				*								*		*		20				4								5		5		10		5				3		3		5		6				5						2								14		5				1								1						5						1

				その他の火傷（備考欄に詳述） タヤケド		7		5		4		1		10%		20.0%		80.0%				　																				*				1				*								3										1		1																1

		2) 動物による創傷 ドウブツソウショウ				441		83				12

				マウスによる咬傷 コウショウ		104		24		24		0		46%		0.0%		100.0%		3		12		3						5		4				3		*		1		*								*				5		2		11		3						5				4		2				5		2		5								1				1								2		10				4						*		2				7						5

				ラットによる咬傷 コウショウ		84		24		22		2		46%		8.3%		91.7%		2		5		4		6				4		2				1		*		1		*		1						*						2		7				1				5				2		2				5		2		5								1				3						1		2		10				11								1

				その他のげっ歯類小動物による咬傷 タシルイショウドウブツコウショウ		7		3		2		1		6%		33.3%		66.7%				1																				*								*																																																3								3

				モルモットによる咬傷 コウショウ		0		0		0		0		0%																												*								*

				ウサギによる咬傷 コウショウ		1		1		1		0		2%		0.0%		100.0%																								*								*								1

				ネコによる咬傷 コウショウ		21		6		4		2		12%		33.3%		66.7%		1												1								10		*								*								3								5				1																																												1

				イヌによる咬傷 コウショウ		17		11		9		2		21%		18.2%		81.8%						1								4										*								*				1				1										2		1				1								3						1						1																								1

				サルによる咬傷 コウショウ		9		3		2		1		6%		33.3%		66.7%				　				1												*				*								*																																																																		7										1

				その他の動物による咬傷（備考欄に動物種を明記） タドウブツコウショウビコウランドウブツシュメイキ		5		3		3		0		6%		0.0%		100.0%												1		3										*								*																																																																1

				ウサギによる掻傷 ソウキズ		121		17		17		0		33%		0.0%		100.0%		5				36		4						20				1		1		20		*		1						*								10										10		2								2		5								1												2		3				2								1

				ネコによる掻傷 ソウキズ		49		5		5		0		10%		0.0%		100.0%		2		　										20						1		20		*								*																5				3

				イヌによる掻傷 ソウキズ		154		7		7		0		13%		0.0%		100.0%		3		4		6								20								20		*								*				1																																																3																100

				サルによる掻傷 ソウキズ		24		5		3		2		10%		40.0%		60.0%		1																		*				*				1				*												18																2																																						1										2

				その他の動物による掻傷（備考欄に動物種を明記） タドウブツソウキズビコウランドウブツシュメイキ		8		3		3		0		6%		0.0%		100.0%																								*								*				6				1																																																								1

				動物によるその他の負傷等（備考欄に詳述） ドウブツタフショウトウビコウランショウジュツ		2		1		1		0		2%		0.0%		100.0%																								*								*																																						2

		3) その他の創傷等 タソウショウトウ				606		113				10																														*

				医療廃棄物分別中の注射針による刺傷 イリョウハイキブツブンベツチュウチュウシャハリサキズ		49		14		14		0		27%		0.0%		100.0%		1										1		4						*		1		*				2				*				20				1								5		2														1						1										1		4														1										5

				医療廃棄物等分別中の切傷 イリョウハイキブツトウブンベツチュウキキズ		22		2		2		0		4%		0.0%		100.0%		1																		*				*								*				20														2

				採血等における注射針による刺傷 サイケツトウチュウシャシンサキズ		45		9		9		0		17%		0.0%		100.0%		1		3														1		*				*				3				*				20												5				5														2				1																																				5

				解剖時・組織採取時等の切傷等 カイボウジソシキサイシュジトウキキズトウ		5		1		1		0		2%		0.0%		100.0%																				*				*								*																																																																										5

				扉（エレベータ，オートクレーブ，ダムウェータ等を含む）による指挟み トビラトウフクユビハサ		33		15		9		6		29%		40.0%		60.0%								1				1						1						*				2				*				5				2								5		1		1						2				5												2								1																		1						3

				飼育器材，設備等の修理に伴う負傷 シイクキザイセツビトウシュウリトモナフショウ		30		11		9		2		21%		18.2%		81.8%						3		2						3				2		1				*				5				*				5														1														5						1																																				2

				飼育器材，設備等の修理に伴う感電 シイクキザイセツビトウシュウリトモナカンデン		3		2		2		0		4%		0.0%		100.0%														2										*								*																																																								1

				その他の感電（備考欄に詳述） タカンデン		3		3		3		0		6%		0.0%		100.0%																								*				1				*																																				1												1

				その他（備考欄に詳述） タ		9		4		2		2		8%		50.0%		50.0%				1																		1		*								*								3																																										4

		4) 化学物質等の暴露等 カガクブッシツトウバクロトウ				199		61				10		117%																												*

				エチレンオキサイドガスの暴露 バクロ		0		0		0		0		0%																												*										*

				発がん物質の暴露 ハツブッシツバクロ		0		0		0		0		0%																												*								*

				化学物質の誤飲 カガクブッシツゴイン		0		0		0		0		0%																												*

				洗浄剤・消毒薬等の誤飲・多量吸入 センジョウザイショウドクヤクナドゴインタリョウキュウニュウ		16		5		5		0		10%		0.0%		100.0%		1																						*								*				10				1																				2																																		2												1

				化学物質，洗浄剤等が目に入る カガクブッシツセンジョウザイトウメハイ		61		10		6		4		19%		40.0%		60.0%		1				21												1				20		*				4				*																												3		5								1												3														1												2

				放射性物質（X線を含む）の暴露 ホウシャセイブッシツセンフクバクロ		0		0		0		0		0%																												*										*

				その他（備考欄に詳述） タ		0		0		0		0		0%																												*

		5) 疾病等 シッペイトウ				77		15				4																														*

				飼育管理作業に伴う腰痛 シイクカンリサギョウトモナヨウツウ		483		23		12		11		44%		47.8%		52.2%		3		6		14		2				1		20		3						4		*		2		3								20				2				365				5		10		1		5						2		5						2		2												3																				5				1

				動物アレルギー（備考欄に詳述） ドウブツビコウランショウジュツ		519		19		15		4		37%		21.1%		78.9%		3		100		3		1		1		1						2				2		*		1		3								20		1						365				5		1																		1														5												1						1		5

				手術用手袋等によるアレルギー（備考欄に詳述） シュジュツヨウテブクロトウ		57		14		12		2		27%		14.3%		85.7%		2				10				1		1				1		4				4		*		1		4								20												5				3																		1				1								1

				洗浄消毒作業に起因する皮膚疾患（備考欄に詳述） センジョウショウドクサギョウキインヒフシッカン		30		10		7		3		19%		30.0%		70.0%		1				12								2				4				2		*																3				1																3								1														1																										1

				人獣共通感染症への罹患（備考欄に詳述） ジンジュウキョウツウカンセンショウリカン		0		0		0		0		0%																												*

				感染実験における感染性病原微生物の暴露 カンセンジッケンカンセンセイビョウゲンビセイブツバクロ		0		0		0		0		0%																												*										*

				その他（備考欄に詳述） タ		9		5		3		2		10%		40.0%		60.0%				1																				*																				1										1																1																														5

						1098		71				22

		頻繁，無数は "100"とする ヒンパンムスウ

		多数は "2.0"とする タスウ				2421		343				58

		数回と有りは "5" とする スウカイア
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２０００－集計－１

		労働安全衛生に関するアンケート

		１． 施設名 シセツメイ

		２． 回答者氏名 カイトウシャシメイ

		３． 回答年月日 カイトウネンガッピ

		４． 設問 セツモン

		A. 業務に関連して発生した負傷・疾病等について以下の設問にお答えください． （施設利用者の負傷・疾病は含みません） フショウシッペイトウイカセツモンコタ

						延べ発生回数 ノハッセイカイスウ

						2000年以降 ネンイコウ		旭川 アサヒカワ		北大 ホクダイ		弘前 ヒロサキ		秋田 アキタ		東北 トウホク		山形 ヤマガタ		群馬 グンマ		筑波 ツクバ		千葉 チバ		東京医科歯科 トウキョウイカシカ		新潟 ニイガタ		山梨 ヤマナシ		信州 シンシュウ		浜松 ハママツ		富山 トヤマ		岐阜 ギフ		名古屋 ナゴヤ		三重 ミエ		金沢 カナザワ		福井 フクイ		滋賀 シガ		京都 キョウト		大阪 オオサカ		神戸 コウベ		鳥取 トットリ		島根 シマネ		岡山 オカヤマ		広島 ヒロシマ		山口 ヤマグチ		香川 カガワ		愛媛 エヒメ		徳島 トクシマ		高知 コウチ		九州 キュウシュウ		佐賀 サガ		長崎 ナガサキ		熊本 クマモト		大分 オオイタ		宮崎 ミヤザキ		鹿児島 カゴシマ		琉球 リュウキュウ		北大遺伝子 ホクダイイデンシ		北大先端 ホクダイセンタン		東大医科研 トウダイイカケン		東工大 トウコウダイ		遺伝研 イデンケン		自然研 シゼンケン		京大霊長類 キョウダイレイチョウルイ		京大再生 キョウダイサイセイ		阪大微研 ハンダイビケン		長崎熱帯 ナガサキネッタイ		奈良先端 ナラセンタン		放医研 ホウイケン

		1) 飼育管理中の負傷 シイクカンリチュウフショウ																																なし																0

				ケージ交換中の負傷（備考欄に詳述） コウカンチュウフショウ				4		1								0						0				ー				0		なし		不明 フメイ		0		2				13		0				0								数回／年 スウカイネン						2																0		0						5		無 ナ		0		なし		0		0				2						0		2回 カイ

				器材運搬中の負傷（備考欄に詳述） キザイウンパンチュウフショウ				2		80		1				1		0		1				0				ー				0		なし		不明 フメイ		0		多数 タスウ				14		0				0		有り ア				2				1				1														2		0		0						3		無 ナ		0		なし		0		0										0

				器材等洗浄中の負傷備考欄に詳述） キザイトウセンジョウチュウフショウ						5								0		1				?		多数 タスウ		ー				3		なし		不明 フメイ		0		多数 タスウ						0				0				2										1		○		5												0		0				3				無 ナ		1		なし		0		0										0

				ケージの転倒・落下による負傷 テントウラッカフショウ				　								2		0						0				ー				0		なし		不明 フメイ		0		多数 タスウ				2		0				0								数回／年 スウカイ						2																0		0						5		無 ナ		0		なし		0		0										0

				飼育棚等の転倒による負傷 シイクタナトウテントウフショウ														0						1				ー				0		なし		不明 フメイ		0		数回 スウカイ						0				0																														0		0		数回 スウカイ				3		無 ナ		0		なし		0		0										0

				その他の負傷（備考欄に詳述） タフショウ				1		4		1				4		0				3		0		1		ー				0		なし		不明 フメイ		0						1		0				0						1																		1						0		0								無 ナ		0		なし		0		0				6						0

				ケージ等洗浄装置運転中の火傷 トウセンジョウソウチウンテンチュウヤケド														0						0				ー				0		なし		不明 フメイ		-								0				0																														0		0								無 ナ		0		なし		0		0										0

				オートクレーブ運転中の火傷 ウンテンチュウヤケド				6		3				3		2		5		3		2		5?				ー				0		なし		不明 フメイ		-		多数 タスウ				4		0				0		有り ア		5		１０前後 ゼンゴ		数回／年 スウカイネン				3		3		○		6				5						2		0		0				14		5		無 ナ		1		なし		0		0		1						数例		0				1

				その他の火傷（備考欄に詳述） タヤケド				　										0						0				ー				1		なし		不明 フメイ		0						3		0				0				1		1																1								0		0								無 ナ		0		なし		0		0										0

		2) 動物による創傷 ドウブツソウショウ																																																																																0																										0

				マウスによる咬傷 コウショウ				12		3						5		4				3		?		1		ー				0		なし		不明 フメイ		0		数回 スウカイ		2		11		3				0		有り ア				4		1－2回／年 カイネン				数例 スウレイ		2		○								1				1		0		0				2		10		無		4		なし		0		把握できず ハアク		2				7				0		数回 スウカイ

				ラットによる咬傷 コウショウ				5		4		6				4		2				1		?		1		ー		1		0		なし		不明 フメイ		0				2		7		0		1		0		有り ア				2		1－2回／年 カイネン				数例 スウレイ		2		○								1				3		0		0		1		2		10		無		11		なし		0		0		1								0

				その他のげっ歯類小動物による咬傷 タシルイショウドウブツコウショウ				1										0						0				ー				0		なし		不明 フメイ		0								0				0																														0		0		3						無		3		なし				0										0

				モルモットによる咬傷 コウショウ														0						0				ー				0		なし		不明 フメイ		0								0				0																														0		0								無				なし				0										0

				ウサギによる咬傷 コウショウ														0						0				ー				0		なし		不明 フメイ		0						1		0				0																														0		0								無				なし		0		0										0

				ネコによる咬傷 コウショウ														1						0		10		ー				0		なし		不明 フメイ		0						3		0				0		有り ア				1																								0		0								無				なし				0		1								0

				イヌによる咬傷 コウショウ						1								4						0				ー				0		なし		不明 フメイ		0		1				1		0				0				2		1				1								3						1						1		0								無				なし				0						1				0

				サルによる咬傷 コウショウ				　				1						0						-				ー				0		なし		不明 フメイ		0								0				0																														0		0								無				なし				0				7						0				1

				その他の動物による咬傷（備考欄に動物種を明記） タドウブツコウショウビコウランドウブツシュメイキ												1		3						0				ー				0		なし		不明 フメイ		0								0				0																														0		0								無				なし				0		1								0

				ウサギによる掻傷 ソウキズ						36		4						多 タ				1		?		多数 タスウ		ー		1		0		なし		不明 フメイ		0						10		0				0				10		2								2		○								1						0		0				2		3		無		2		なし				0		1								0

				ネコによる掻傷 ソウキズ				　										多 タ						?		多数 タスウ		ー				0		なし		不明 フメイ		0								0				0		有り ア				3																								0		0								無				なし				0										0

				イヌによる掻傷 ソウキズ				4		6								多 タ						0		多数 タスウ		ー				0		なし		不明 フメイ		0		1						0				0																														0		0						3		無				なし				0						無数 ムスウ				0

				サルによる掻傷 ソウキズ														0						-				ー				1		なし		不明 フメイ		0								0		18		0														2																0		0								無				なし				0				1						0				2

				その他の動物による掻傷（備考欄に動物種を明記） タドウブツソウキズビコウランドウブツシュメイキ														0						0				ー				0		なし		不明 フメイ		0		6				1		0				0																														0		0								無				なし				0		1								0

				動物によるその他の負傷等（備考欄に詳述） ドウブツタフショウトウビコウランショウジュツ														0						0				ー				0		なし		不明 フメイ		0								0				0																								2						0		0								無				なし		0		0										0

		3) その他の創傷等 タソウショウトウ																																																																																0																										0

				医療廃棄物分別中の注射針による刺傷 イリョウハイキブツブンベツチュウチュウシャハリサキズ												1		4						-		1		ー				2		なし		不明 フメイ		0		多数 タスウ				1		0				0		有り ア		2														1						1						0		0		1		4				無				なし		0		0		1								0		数回 スウカイ

				医療廃棄物等分別中の切傷 イリョウハイキブツトウブンベツチュウキキズ														0						-				ー				0		なし		不明 フメイ		0		多数 タスウ						0				0				2																										0		0								無				なし		0		0										0

				採血等における注射針による刺傷 サイケツトウチュウシャシンサキズ				3										0				1		-				ー				3		なし		不明 フメイ		0		多数 タスウ						0				0		有り ア				数例 スウレイ														2				1						0		0								無				なし		0		0										0		数回 スウカイ

				解剖時・組織採取時等の切傷等 カイボウジソシキサイシュジトウキキズトウ														0						-				ー				0		なし		不明 フメイ		0								0				0																														0		0								無				なし		0		0										0		数回 スウカイ

				扉（エレベータ，オートクレーブ，ダムウェータ等を含む）による指挟み トビラトウフクユビハサ								1				1		0				①		0				ー				2		なし		不明 フメイ		0		数回 スウカイ				2		0				0		有り ア		1		1						2				○												2		0		0				1				無				なし		0		0						1				0		3回 カイ

				飼育器材，設備等の修理に伴う負傷 シイクキザイセツビトウシュウリトモナフショウ						3		2						3				②		?				ー				5		なし		不明 フメイ		0		5						0				0				1														5						1						0		0								無				なし		0		0										0		2回 カイ

				飼育器材，設備等の修理に伴う感電 シイクキザイセツビトウシュウリトモナカンデン														2						0				ー				0		なし		不明 フメイ		0								0				0																														0		0								無		1		なし		0		0										0

				その他の感電（備考欄に詳述） タカンデン														0						0				ー				1		なし		不明 フメイ		0								0				0																						1								0		0		1						無				なし		0		0										0

				その他（備考欄に詳述） タ				1										0						0		1		ー				0		なし		不明 フメイ		0						3		0				0																														0		0				4				無				なし				0										0

		4) 化学物質等の暴露等 カガクブッシツトウバクロトウ																																																																																0																										0

				エチレンオキサイドガスの暴露 バクロ														0						0				ー				0		なし		無 ナ		-								0				0																														0		0								無				なし				0										0

				発がん物質の暴露 ハツブッシツバクロ														0						0				ー				0		なし		不明 フメイ		0								0				0																														0		0								無				なし		0		0										0

				化学物質の誤飲 カガクブッシツゴイン														0						0				ー				0		なし		無 ナ		0								0				0																														0		0								無				なし		0		0										0

				洗浄剤・消毒薬等の誤飲・多量吸入 センジョウザイショウドクヤクナドゴインタリョウキュウニュウ														0						0				ー				0		なし		不明 フメイ		0		10				1		0				0														2																0		0								無				なし		0		2										0		1回 カイ

				化学物質，洗浄剤等が目に入る カガクブッシツセンジョウザイトウメハイ						21								0				1		0		多数 タスウ		ー				4		なし		不明 フメイ		0								0				0														3（1人医師へ） リイシ		○								1						0		0				3				無				なし		0		0		1								0				2

				放射性物質（X線を含む）の暴露 ホウシャセイブッシツセンフクバクロ														0						0				ー				0		なし		無 ナ		-								0				0																														0		0								無				なし		0		0										0

				その他（備考欄に詳述） タ														0						0				ー				0		なし		無 ナ										0				0																														0		0								無				なし				0										0

		5) 疾病等 シッペイトウ																																																																																0																										0

				飼育管理作業に伴う腰痛 シイクカンリサギョウトモナヨウツウ				6		14		2				1		多 タ		3				0		4名 メイ		ー		2		3		なし		無 ナ		0		多数 タスウ				2		0		毎日 マイニチ		0		有り ア		10		1		数回／年 スウカイネン						2		○						2		2						0		0				3				無				なし		0		0								数例		0		1回 カイ

				動物アレルギー（備考欄に詳述） ドウブツビコウランショウジュツ				頻繁　 ヒンパン		3		1		1		1		0				2		0		2名 ナ		ー		1		3		なし		無 ナ		0		多数 タスウ		1				0		毎日 マイニチ		0		有り ア		1																		1								0		0				5				無				なし		0		1						1		数例		0

				手術用手袋等によるアレルギー（備考欄に詳述） シュジュツヨウテブクロトウ						10				1		1		0		1		4		0		4名 メイ		ー		1		4		なし		無 ナ		0		多数 タスウ						0				0		有り ア				３名 メイ																		1				1		0		0				1				無				なし		0		0										0

				洗浄消毒作業に起因する皮膚疾患（備考欄に詳述） センジョウショウドクサギョウキインヒフシッカン						12								2				4		0		2名 メイ		ー				0		なし		無 ナ		0						3		0		1		0														3								1								0		0				1				無				なし		0		0										0				1

				人獣共通感染症への罹患（備考欄に詳述） ジンジュウキョウツウカンセンショウリカン														0						0				ー				0		なし		無 ナ		0								0				0																														0		0								無				なし		0		0										0

				感染実験における感染性病原微生物の暴露 カンセンジッケンカンセンセイビョウゲンビセイブツバクロ														0						0				ー				0		なし		無 ナ		-								0				0																														0		0								無				なし				0										0

				その他（備考欄に詳述） タ				1										0						0				ー				0		なし		無 ナ		0								0		1１）		0								1回 カイ																1						0		0								無				なし				0						数回 スウカイ				0

		6) その他  (上記以外について項目を記述して頻度等をご記入ください) タ																																																0

		B. 飼育管理等に関連して危険を感じたことがありましたら，その内容と危険回避対策についてご記入ください． シイクカンリトウカンレンキケンカンナイヨウキケンカイヒタイサクキニュウ

		C.  貴施設では飼育管理等に関して労働安全衛生についての規則／マニュアル等（人身事故発生時の対応マニュアルを含む）を作成していますか． キシセツシイクカンリトウカンロウドウアンゼンエイセイキソクトウジンシンジコハッセイジタイオウフクサクセイ

		作成している場合はその名称をお知らせください．（施設独自，学部，研究機関のマニュアルを含む） サクセイバアイメイショウシシセツドクジガクブケンキュウキカンフク

		文書化していないが定まった方法がある場合には，その項目を記述し括弧書きで「文書化していない」と記述してください． ブンショカサダホウホウバアイコウモクキジュツカッコガブンショカキジュツ

		D.  労働安全衛生について本委員会に対するご希望がありましたらご記入ください． ロウドウアンゼンエイセイホンイインカイタイキボウキニュウ

		（ご協力有難うございました） キョウリョクアリガト

		回答期日は平成16年９月22日（水） ミズ

		回答はe-mail添付ファイルで ieakusm@med.kobe-u.ac.jp へ送付願います．

		1		東京 トウキョウ

		2		京大ウイルス キョウダイ



回答はe-mail添付ファイルで ieakusm@med.kobe-u.ac.jp へ送付願います．




